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【『
琅
』・
あ
と
が
き
】
―
書
く
こ
と
こ
そ
よ
け
れ
、
花
と
実
が
成
る
ペ
ン
の
力

ろ
う

ま
た
ま
た
私
事
に
わ
た
っ
て
恐
縮
で
あ
る
。

一
九
九
二
年
、
当
時
、
勤
務
し
て
い
た
大
学
で
、
学
長
を
含
む
集
団
か
ら
謂

れ
無
き
誹
謗
・
中
傷
を
浴
び
せ
ら
れ
、
私
は
大
い
に
傷
つ
い
た
。『
琅
』
を
興

し
た
の
は
同
年

月
、
も
ち
ろ
ん
己
を
癒
や
し
て
立
ち
直
る
た
め
。
以
後
四
半

10

世
紀
、
こ
れ
を
支
え
に
生
き
て
き
た
。
も
し
こ
の
『
琅
』
な
く
ば
、
私
の
人
生

は
恐
ら
く
見
る
も
無
残
に
崩
れ
去
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。

私
は
、
醜
悪
な
る
人
た
ち
に
向
か
う
尋
常
な
ら
ざ
る
怒
り
と
恨
み
を
物
書
き

活
動
の
活
力
源
と
し
な
が
ら
、
初
め
、
思
い
出
の
歌
つ
れ
づ
れ
に
、
珠
玉
の
如

き
愛
と
誠
を
捧
げ
て
く
れ
た
善
美
な
る
人
た
ち
と
の
関
わ
り
を
綴
っ
て
は
傷
め

ら
れ
た
心
を
癒
や
し
（『
歌
は
心
の
帰
り
船
』）、
次
い
で
、
醜
悪
を
懲
ら
し
め

る
た
め
敢
え
て
そ
れ
（
醜
悪
）
を
投
影
す
る
社
会
の
不
条
理
を
様
々
取
り
上
げ

て
は
俎
上
に
載
せ
て
切
り
刻
み
、
怒
り
と
怨
み
を
昇
華
し
て
き
た
（『
二
言
、

三
言
、
世
迷
い
言
』）。
喜
怒
哀
楽
の
有
り
様
が
、
自
分
で
も
分
か
る
ほ
ど
に
変

容
し
て
く
る
。
生
き
る
意
欲
が
旺
盛
に
な
り
、
つ
れ
て
諸
々
思
惑
は
溶
け
て
霧

散
し
、
今
で
は
、
書
く
と
い
う
行
い
だ
け
が
、
自
己
表
現
や
自
己
実
現
の
恰
好

の
手
段
と
し
て
残
さ
れ
、
い
つ
か
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
の
一
里
塚
『
カ
ラ
ー
・
ピ
ラ

ミ
ッ
ド
・
テ
ス
ト
入
門
』（
二
〇
一
一

年
）
も
成
し
遂
げ
て
い
る
。
有
難
き
か
な
、

ま
さ
に
、
書
く
こ
と
こ
そ
よ
け
れ
、
読
ま
れ
る
こ
と
ま
た
よ
け
れ
で
あ
る
。

そ
し
て
私
に
は
、
も
う
一
つ
、
私
を
支
え
て
止
ま
ぬ
仕
事
が
あ
っ
た
。
た
か

、
、

だ
か

坪
程
の
我
が
家
の
庭
、
そ
れ
を
精
一
杯
拓
い
て
の
果
樹
栽
培
で
あ
る
。
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『
琅
』
の
流
れ
と
併
行
し
、
周
囲
が
驚
く
ほ
ど
本
格
化
し
て
い
っ
た
。
５
月
の

ビ
ワ
か
ら
始
ま
り
、
旬
の
時
期
が
次
々
異
な
る
サ
ク
ラ
ン
ボ
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、

桃
、
梨
、
ブ
ド
ウ
、
柿
、
リ
ン
ゴ
、
キ
ウ
イ
、
ミ
カ
ン
（
９
〜
３
月
）
と
揃
い
、

今
で
は
日
本
の
代
表
果
実
が
ほ
ぼ
何
で
も
あ
り
の
「
彩
光
果
樹
園
」（
牛
村
圭

氏
命
名
」
で
あ
る
。
こ
の
果
樹
林
の
中
で
、
ひ
と
き
わ
異
彩
を
放
つ
の
が
、
ラ

、
、
、

･

フ
ラ
ン
ス
に
長
十
郎
・
王
秋
・
愛
宕
・
清
麻
呂
と
梨
の
４
種
を
接
ぎ
、
さ
ら

に
津
軽
・
王
林
・
ふ
じ
の
リ
ン
ゴ
３
種
を
混
ぜ
た
８
種
〝
梨
リ
ン
〞
の
小
樹
で

、
、
、

あ
る
。
数
は
そ
れ
ぞ
れ
僅
か
で
は
あ
る
が
、
７
〜

月
、
旬
を
追
っ
て
次
々
実
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る
、
多
彩
な
色
と
形
と
そ
の
味
わ
い
。
そ
れ
を
賞
味
す
る
た
び
、
嗚
呼
、
多
種

多
様
な
る
読
み
物
こ
そ
楽
し
、『
琅
』
も
か
く
あ
れ
ば
、
送
っ
て
迷
惑
が
ら
れ

ず
、
万
一
喜
ば
れ
る
か
も
し
れ
ぬ
、
と
淡
い
思
い
に
胸
が
と
き
め
く
。

と
は
言
え
昨
今
、
さ
す
が
に
老
い
を
自
覚
す
る
。
お
便
り
へ
の
返
信
忘
れ
は

日
常
化
し
、
物
忘
れ
、
記
憶
違
い
も
ま
た
同
じ
。
友
人
・
知
人
に
お
悔
や
み
申

し
上
げ
る
こ
と
を
す
っ
か
り
失
念
し
た
こ
と
さ
え
あ
る
。
過
日
、
妻
の
祝
い
の

誕
生
日
を
忘
却
し
、
数
日
経
っ
て
妻
か
ら
言
わ
れ
て
気
が
つ
い
た
。
眼
精
疲
労

と
視
力
の
衰
え
、
そ
し
て
認
知
の
衰
え
、
体
力
の
衰
え
。
気
力
は
あ
れ
ど
も
、

す
で
に
限
界
。『
琅
』
編
集･

割
り
付
け
の
お
役
目
、
一
世
代
年
少
、
創
刊
以
来

の
若
き
盟
友
、
松
村
茂
治
氏
に
移
行
す
る
時
来
る
と
思
料
す
る
。
印
刷
所
に
持

、
、

き
た

ち
込
む
デ
ジ
タ
ル
完
成
版
下
原
稿
の
作
成
は
容
易
な
ら
ざ
る
作
業
。
原
稿
締
め

切
り
厳
守
、
迅
速
な
る
校
正
等
々
、
皆
様
、
ご
協
力
を
。

（
宗
内

敦
）

〈
評
壇
・
執
筆
者
紹
介
〉

・
牛
村
圭

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
。
専
攻
は
比
較
文
学
・
比

較
文
化
。
著
書
『「
文
明
の
裁
き
」
を
こ
え
て
―
―
対
日
戦
犯
裁
判
読
解
の

試
み
』（
中
央
公
論
新
社
〈
中
公
叢
書
〉、
二
〇
〇
一
年
：
第

回
山
本
七
平

10

賞
を
受
賞
）。『「
戦
争
責
任
」
論
の
真
実
』（PHP

研
究
所
）、『
東
京
裁
判
を

正
し
く
読
む
』（
共
著
、
文
春
新
書
）
ほ
か
。

〈
訃
報
〉

・
同
人

伊
藤

孝
氏

月
９
日
逝
去
。
享
年

。
本
誌
『
琅
』
に

号
か
ら

10

67

25

参
加
。
病
苦
と
戦
い
な
が
ら
、
真
摯
に
社
会
正
義
と
人
間
愛
を
追
求
す
る
創
作

活
動
を
続
け
た
。
遺
体
は
、「
最
後
ま
で
地
域
医
療
に
貢
献
し
た
い
」
の
遺
言

に
従
い
、
岩
手
県
立
病
院
に
献
体
さ
れ
た
。
ま
さ
に
求
め
て
容
易
に
は
得
ら

れ
ぬ
お
方
で
あ
っ
た
。

―
哀
悼
。
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